
ー
ド
』
の
更
な
る
周
知
と
活

用
・
支
援
の
拡
大
方
法
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

す
る
問
題
や
、
当
地
に
お
け

る
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
分
散

開
催
の
可
能
性
、
『
Ｋ
Ｃ
ボ

要
望
を
行
う
。

会
議
で
は
、
議
事
の
他
に

地
場
企
業
の
事
業
承
継
に
関

６
月
の
全
国
商
工
会
議
所
観

光
振
興
大
会
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

「
大
会
は
地
域
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
好
機
と
な
る
た
め
、

し
っ
か
り
準
備
し
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
川
村
修
一
専
務

理
事
よ
り
事
業
経
過
、
議
員

職
務
執
行
者
、
運
輸
交
通
部

会
長
の
変
更
に
つ
い
て
報
告

し
た
の
ち
議
案
の
審
議
に
入

っ
た
。

議
事
で
は
、
常
議
員
の
補

充
選
任
、
令
和
７
年
度
収
支

補
正
予
算
案
、
令
和
８
年
度

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
、
連
絡
協
議
会
へ
提
出
す

る
要
望
項
目
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

今
回
承
認
さ
れ
た
事
業
計

画
案
や
予
算
案
な
ど
は
、


日
（
金
）
に
行
わ
れ
る
通
常

議
員
総
会
へ
提
出
し
、
要
望

項
目
に
つ
い
て
は
５
月
開
催

の
連
絡
協
議
会
で
採
択
さ
れ

た
の
ち
、
関
係
機
関
な
ど
へ

路
』
は
「
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
釧
路
の

涼
し
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
た
。
今
後
の
観
光
戦
略

や
二
地
域
居
住
の
推
進
に
大

き
な
後
押
し
と
な
っ
た
」
と

語
っ
た
。

ま
た
、
『
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
』

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
目
的

で
あ
る
地
域
課
題
の
解
決
に

直
結
す
る
事
業
が
採
択
さ

れ
、
実
施
・
準
備
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
「
次
年

度
も
引
き
続
き
推
進
し
て
い

く
た
め
、
支
援
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
次
年
度
の
役
割

や
事
業
に
つ
い
て
も
触
れ
、

道
東
９
つ
の
会
議
所
で
構
成

す
る
東
北
海
道
商
工
会
議
所

連
絡
協
議
会
（
＝
連
絡
協
議

会
）
の
幹
事
を
担
う
こ
と
、

で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
述

べ
、
昨
年
５
月
に
公
開
し
た

『
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
釧

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
栗
林
定

正
会
頭
は
、
今
年
度
計
画
し

て
い
た
事
業
を
円
滑
に
遂
行

か
ら
「
ひ
が
し
北
海
道
の
物

流
に
貢
献
す
る
釧
路
港
の
存

在
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
釧
路
港
を
活
用
し
た
事

業
展
開
を
検
討
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

ば
、
活
用
の
幅
が
広
が
る
の

で
は
」
と
述
べ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
栗
林
定
正

当
所
会
頭
は
、
釧
路
に
お
け

る
近
年
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
向
上
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点

が
中
心
の
輸
送
網
を
確
立
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。

次
に
、
釧
路
港
を
活
用
し

て
一
部
商
品
の
海
上
輸
送
を

行
っ
て
い
る
イ
オ
ン
北
海
道

㈱
の
石
田
将
物
流
改
革
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
登
壇
。
釧
路
港

の
利
用
に
至
る
ま
で
の
経
緯

や
運
用
実
績
な
ど
を
紹
介
し

「
物
流
改
革
と
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
は
切
り
離
せ
な
い
。
荷

主
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
船
だ
け
で
な
く
陸
送
な

ど
を
含
め
た
総
合
物
流
拠
点

と
し
て
考
え
て
も
ら
え
れ

港
湾
空
港
部
の
中
村
昌
克
次

長
が
釧
路
港
の
概
要
や
現
状

を
説
明
し
「
釧
路
を
起
点
と

し
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進

の
一
環
と
し
て
、
公
共
上
屋

を
利
用
し
た
積
み
替
え
の
実

証
実
験
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
利
便
性
を
高
め
て
い
く｣

と
今
後
の
展
望
を
話
し
た
。

続
い
て
、
北
海
商
科
大
学

の
相
浦
宣
徳
教
授
よ
り
道
内

物
流
の
課
題
と
釧
路
港
へ
の

期
待
に
つ
い
て
講
演
。
道
央

起
点
の
物
流
に
お
け
る
輸
送

力
不
足
の
顕
在
化
を
踏
ま
え

「
ひ
が
し
北
海
道
は
釧
路
港

当
所
で
は
釧
路
市
、
釧
路

港
湾
協
会
な
ど
と
主
催
す
る

釧
路
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー


を
２
月

日
（
木
）
に
東
京

都
で
開
催
し
、
来
場
し
た
海

運
・
運
送
事
業
者
や
荷
主
ら

約
２
３
０
人
へ
釧
路
港
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
、
主
催

者
あ
い
さ
つ
で
鶴
間
秀
典
釧

路
市
長
が
釧
路
港
の
現
状
や

今
後
の
展
望
を
述
べ
た
の

ち
、
来
賓
の
国
土
交
通
省
北

海
道
局
・
正
岡
孝
港
政
課
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

講
演
で
は
、
釧
路
市
水
産

研
究
し
て
い
る
魚
、
ウ
ニ
、

コ
ン
ブ
な
ど
を
見
学
し
た
。

実
験
室
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

ー
室
を
回
り
、
赤
潮
の
原
因

と
な
っ
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

周
辺
の
海
域
で
漁
獲
量
が
多

い
魚
種
の
個
体
数
調
査
や
生

態
、
漁
業
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
収
集
・
分
析
し
、
将
来
の

動
向
を
評
価
し
て
い
る
と
紹

介
し
た
。

さ
ら
に
「
近
年
で
は
、
赤

潮
の
原
因
と
な
っ
た
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
採
取
し
、
調
査
を

行
っ
て
い
る
」
と
気
候
変
動

や
異
常
気
象
に
伴
う
海
洋
環

境
の
変
動
が
、
水
産
資
源
に

及
ぼ
す
影
響
の
解
明
に
関
す

る
取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
調
査
船
で
の
調

査
風
景
や
釧
路
庁
舎
で
行
っ

て
い
る
資
源
調
査
に
つ
い
て

動
画
を
交
え
て
解
説
し
た
。

最
後
に
、
施
設
内
の
飼
育

第
２
回
商
工
振
興
委
員
連

絡
会
議
を
６
日
（
金
）
午
前


時
よ
り
開
催
し
、
委
員
ら

９
人
が
参
加
し
た
。

商
工
振
興
委
員
は
地
域
の

小
規
模
事
業
者
と
当
所
の
経

営
指
導
員
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

今
回
は
地
元
産
業
施
設
の

視
察
研
修
と
し
て
、
釧
路
地

域
の
水
産
資
源
の
状
況
、
釧

路
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
調
査

活
動
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
、
国
立
研
究
開

発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機

構
釧
路
庁
舎
を
訪
れ
た
。

は
じ
め
に
、
研
究
所
職
員

が
釧
路
庁
舎
の
沿
革
や
活
動

に
つ
い
て
説
明
し
、
北
海
道

め
路
線
の
維
持
に
加
え
、
維

持
が
困
難
に
な
っ
た
際
に
備

え
た
議
論
が
必
要
」
と
述
べ

た
。

し
「
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
鉄
路
は
旅

客
路
線
が
廃
止
さ
れ
る
と
貨

物
輸
送
も
止
ま
る
。
そ
の
た

（
一
社
）
北
海
道
商
工
会
議

所
連
合
会
の
福
井
邦
幸
Ｇ
Ｘ

推
進
支
援
兼
物
流
対
策
担
当

部
長
と
北
海
道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
院
の
岸
邦
宏
教
授

を
講
師
に
招
き
行
っ
た
。

は
じ
め
に
福
井
氏
よ
り
、

道
内
物
流
の
課
題
と
現
状
を

説
明
。
「
輸
送
力
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
観
点
か
ら
も
、
ひ
が
し
北

海
道
を
カ
バ
ー
で
き
る
釧
路

の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

特
に
有
事
の
際
に
は
、
釧
路

を
起
点
と
し
た
輸
送
網
の
構

築
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
岸
氏
が
釧
路
圏

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
課
題
と

展
望
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現

状
や
利
活
用
に
つ
い
て
解
説

日
（
火
）
午
後
３
時
よ
り
市

内
ホ
テ
ル
で
講
演
会
を
開
催

し
、
当
会

会
員
な
ど

約

人
が

参

加

し

た
。本

講
演

会
は
、
釧

路
に
お
け

る
物
流
の

現
状
、
交

通
イ
ン
フ

ラ
な
ど
に

つ
い
て
理

解
を
深
め

る
た
め
、

釧
路
貿
易
振
興
会
（
佐
々

木
勉
会
長
）
で
は
、
２
月


鶴
間
市
長
は
「
釧
路
は
良

い
も
の
が
多
く
あ
る
が
、
首

都
圏
へ
届
い
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
た
」
と
話
し
「
こ
の

協
定
に
よ
り
地
域
の
強
み
を

最
大
化
で
き
る
と
考
え
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
濱
屋
副
会
頭
は
、
当

所
の
『
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

Ｓ
ｔ
ａ

ｙ
釧
路
』
事
業
で
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
約
３
６
０

０
万
円
の
広
告
効
果
が
あ
っ

た
と
紹
介
。
「
１
０
０
社
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も

ら
い
実
績
も
あ
る
。
会
議
所

と
し
て
も
積
極
的
に
活
用
し

地
元
企
業
に
も
広
く
周
知
し

た
い
」
と
話
し
た
。

配
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
今
後
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
で
周
知
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

発
信
支
援
に
関
す
る
連
携
協

定
を
結
ん
だ
。

本
協
定
は
、
同
社
の
情
報

発
信
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
地

元
企
業
の
認
知
を
拡
大
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

す
も
の
。
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ
や

市
の
補
助
金
を
利
用
し
た
事

業
者
、
３
団
体
の
会
員
を
対

象
に
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
任
意

の
開
始
日
か
ら
半
年
間
、
３

回
ま
で
無
償
で
提
供
す
る

（
過
去
に
同
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
事
業
者
は
対
象
外
）

ほ
か
、
広
報
や
Ｐ
Ｒ
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
予
定
。

締
結
式
で
は
鶴
間
市
長
、

濱
屋
宏
隆
当
所
副
会
頭
、
吉

田
会
長
、
川
村
会
長
、
同
社

の
三
島
映
拓
取
締
役
Ｐ
Ｒ
本

部
長
が
出
席
し
、
協
定
を
交

わ
し
た
。

レ
ス
リ
リ
ー
ス
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
手
掛
け
る
㈱
Ｐ
Ｒ

Ｔ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
と
、
釧
路
市
を
中

心
と
し
た
ひ
が
し
北
海
道
エ

リ
ア
に
お
け
る
企
業
の
情
報

釧
路
市
（
鶴
間
秀
典
市

長
）
と
当
所
、
阿
寒
町
商
工

会
（
吉
田
守
人
会
長
）
、
音

別
町
商
工
会
（
川
村
利
明
会

長
）
は
２
月

日(

金)

、
プ

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ

ル

経

資

金

の

ご

案

内

マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模

事
業
者
の
経
営
改
善
に
必
要

な
資
金
を
日
本
政
策
金
融
公

庫
が
無
担
保
・
無
保
証
人
で

融
資
す
る
制
度
で
、
利
用
に

は
商
工
会
議
所
の
推
薦
が
必

要
で
す
。
融
資
限
度
額
は
、

２
０
０
０
万
円
（
３
月
２
日

現
在
利
率
２
・
４
％
）
。

詳
し
く
は
地
域
振
興
部
０

１
５
４
（

）
４
１
４
３

へ
。

め
、
釧
路
青
年
会
議
所
や
当

所
役
員
・
職
員
ら
が
参
加
。

会
場
を
訪
れ
た
市
民
や
観
光

客
に
署
名
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
２
日
間
で
約
１
１
８
５

人
分
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。

集
め
ら
れ
た
署
名
は
、
千

島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
で

取
り
ま
と
め
、
国
会
に
提
出

さ
れ
る
。

北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟

釧
路
地
方
支
部
（
濱
屋
宏
隆

支
部
長
）
は
、
７
日
（
土)



８
日
（
日
）
の
両
日
に
、
く

し
ろ
冬
ま
つ
り
会
場
で
北
方

領
土
の
返
還
を
求
め
る
署
名

活
動
を
行
っ
た
。

当
同
盟
は
全
国
規
模
で
返

還
要
求
運
動
を
推
進
す
る
た

め
に
組
織
さ
れ
、
釧
路
地
方

で
は
当
所
事
務

所
内
に
支
部
を

構
え
啓
発
事
業

な
ど
を
展
開
し

て
い
る
。
当
所

に
お
い
て
も
こ

の
運
動
を
特
別

事
業
と
し
て
掲

げ
推
進
し
、
と

も
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

署
名
活
動
に

は
、
同
支
部
と

協
力
員
を
は
じ
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令
和
７
年
度
第
５
回
常
議
員
会
が

日
（
火
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
役
員

人
が
出
席
し
た
。
議
事
で
は
、
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画

案
・
収
支
予
算
案
、
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
の
要
望
項
目
な
ど
に
つ
い
て

審
議
を
行
っ
た
。

協定を交わした三島ＰＲ本部長（右から２番目）

と濱屋副会頭（左から２番目）ら

署名活動を行う協力員ら

事
業
計
画
な
ど
を
承
認

第
５
回
常
議
員
会

地元企業の情報発信強化
当所と釧路市など

ＰＲ ＴＩＭＥＳと連携協定

釧
路
港
の
活
用
へ
向
け

ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

東
京
で
Ｐ
Ｒ

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
語
る

釧
路
貿
易
振
興
会

講
演
会
を
開
催

北
方
領
土
問
題
に
関
心
を

北
方
領
土
返
還

要
求
署
名
活
動

冬
ま
つ
り
会
場
で
実
施

施設内を見学する参加者

水
産
資
源
研
究
所
を
見
学

商
工
振
興
委
視
察
研
修

日に開催した常議員会

満席となったポートセミナー

講演する福井氏（左）と岸氏

６２０２６年（令和８年）３月１５日（日曜日）（第三種郵便物認可）


